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第1章　序論
現在、小学生と携帯電話の問題は、大きな社会問題の一つとしても挙げられており、否定的な情報や意見が多く見受けれる。
今回、上記問題について、「より良い携帯社会を実現するにはどうすれば良いか」という観点から分析し、考察したい。

第2章　小学生の携帯電話所持について
第1節　大人側の視点
小学生が携帯電話を所持することにより、不当請求されるゲーム（注：当初は「無料」を掲げながら、ゲームが進行するにつれ、加算請求してくる詐欺まがいのものも存在する。）や社会犯罪に巻き込まれるケースも多く発生しています。そのため、大人は子どもの携帯電話所持を危険への窓口としてとらえがちである。また、授業中のメール等も教室でのマナーに悪影響を及ぼすため、否定的な意見に偏る傾向にある。
一方、家族や友達、先生とのコミュニケーションツールとして有効なのはでないか、という肯定的な意見も存在する。ただ、先生と生徒との連絡ツールとして携帯電話を利用する場合、お互いの距離感を適度に保つのが難しいのではないかという不安要素がある。
第2節　小学生側の視点
[bookmark: _GoBack]携帯電話を持つことに関して、小学生の意見では肯定的なものが多い。その理由として「みんなが持っているから」という短絡的な回答が多い中、「危険に直面した場合の緊急連絡手段」といった切実なものも見受けられる。大人と子どもでは携帯電話の価値観や意識は一致しないことの方が多い（注：崎山謙司（2008）『携帯電話の倫理観』　洛東社　P.58）という意見からも分かるように、大人と子どもの視点、意見は食い違っているようである。
第3節　双方の意見から客観的に
使い方を誤らず、危機意識を持つことにより、より良い携帯電話の利用環境が確立できると思われる。しかし現段階では、安全管理や子どもへのリテラシ教育が完成されていないため、子どものための携帯電話の利用環境が整っていない状況である。

第3章　小学生と携帯電話の実情
noa児童教育研究センター20XX年調べでの子どもの携帯電話普及率は、小4で7.2％、小5で18.6％、小6で25.2％、中1で38.9％、中2で50.0％、中3で58.6％という結果から分かるように、小学生では比較的普及が少ないのに対し、中学生になると普及率は上昇している。（注：大都市圏では特に普及率は上昇している。）
そこで、小学生と中学生の利用目的について比較、考察してみた。
小学生の場合、塾や習い事時の、親との連絡手段に使われることが多い。一方、中学生になると、友人が中心の携帯生活となることが、ノア大学教育学部『小学生のITリテラシー』の携帯電話による連絡の相手の結果から読み取れる。
このことから、成長に伴い友人などの人間関係が広がることで、携帯電話を利用したネットワークも比例して広くなることが推測できる。
以上のことから、子どものうちにどのような教育・指導・対策を練るべきかが、今後、社会全体の大きな課題となる可能性があると言える。

第4章　結論
以上を踏まえたうえで、親や社会は、小学生を取り囲む環境や成長過程の変化を意識した対応を行うことも必要ではないかと改めて考えさせられた。
携帯電話の利用目的の一長一短を決めつけることなく、利用の必要性と不必要性をきちんと理解したうえで、小学生の携帯電話利用の環境を整えることが重要である。
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